
平成22年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

193,236計 337,465 314,031 120,795 0 0

経常
国民健康保険特別会計繰
出事業

特別会計への繰出
し 繰出金 337,465 314,031 120,795 193,236 3

臨／経 事　業　名 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳
評価

事
業
概
要

　○国民健康保険特別会計繰出事業
　　　　国民健康保険特別会計の財政安定化及び健全化のため、地方財政措置が講じられている。一般会計から国保特別会計への繰出
金
　　　　　・保険基盤安定繰出金　　　　　　　　　　　　１６１，０６１，１７９円
　　　　　・財政安定化支援繰出金　　　　　　　　　　　 ７１，７４５，０００円
　　　　　・事務費等繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　７０，６１５，４０８円
　　　　　・出産育児一時金繰出金　　　　　　　　　　　　 ７，９８０，０００円
　　　　　・その他一般会計繰出金（乳幼児医療現物給付事業の影響分）　２，６２９，１６４円

国・県支出金 市債 その他 一般

部局名 生活環境部

課室名 市民生活課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名

目
的

国民健康保険特別会計の財政安定化及び健全化のため、一般会計から国民健康保険特別会計へ
の繰出金

対
象

国民健康保険特別会計

事務事業名称

3 1 6 110 頁 国民健康保険事業費 国民健康保険特別会計繰出事業



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２０～Ｈ２２（決算額）、Ｈ２３（予算現額） ６．H24年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

事業の方向性 評価内容

継続
広域化も視野に入れ、適切な運営による最小の繰出しとなるよう努めるこ
と

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3 国民健康保険繰出基準による

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3 国民健康保険繰出基準による

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3 市が保険者のため

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 1 国民健康保険加入者に限る

着眼点 分析 分析根拠

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 国民健康保険繰出基準による

事業費に係る人件費 85 85 88 86

うち経常 195,972 196,176 193,236 206,976

財
源
内
訳

県　　費 112,617 108,455 106,336 103,375

不況で税軽減者の増が見込ま
れることから

市　　債

国　　費 12,977 15,003 14,459 13,400

対応（改善点等）

そ の 他

一般財源 195,972 196,176 193,236 206,976

理由

県単位での広域化が検討されている

課題
c

314,031 323,751
増額

うち経常経費 321,566 319,634 314,031 323,751

広域化支援方針検討委員会等での議論を注視

決 算 額 （千円）
Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ 方向性

321,566 319,634

b

ｄ

繰出金 億円
3.2 億円

― ― ―

Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

国民健康保険特別
会計の財政安定

― ― ―

目標

成果指標名 単位 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 活動指標名 単位

3.2 億円 3.1 億円
a

ｃ ｄ

数値 目標 - 目標 目標

国民健康保険特別会計の財政安定化と基盤強化
数値 -

活
動
指
標

指標 a 繰出金 ｂ

成
果
指
標

指標名
国民健康保険特別会計
の財政安定

目
標
年
度

－

指標の設定理由

3

3

1

3

3

0

1

2

3
事業の必要性

行政の

関与性

手段の

妥当性

事業の

有効性

受益の

対象性

分析グラフ


